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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アプリケーションソフトウェア推薦機能を有する携帯情報端末であって、
　アプリケーションソフトウェアを記憶するストレージ手段と、
　前記携帯情報端末の使用者に対してアプリケーションソフトウェアの推薦を行うアプリ
ケーション推薦手段と、
　前記ストレージ手段に記憶されているアプリケーションソフトウェアを実行して得られ
るアプリケーション実行画面と、前記ストレージ手段に記憶されているアプリケーション
ソフトウェアに関連付けられたアイコンと、前記ストレージ手段に記憶されていないアプ
リケーションソフトウェアを外部サーバから取得するためのアイコンと、を少なくとも表
示可能な表示手段と、
を備え、
　前記表示手段は、
　前記アプリケーション推薦手段における推薦結果に応じて前記アプリケーション推薦手
段で推薦されたアプリケーションソフトウェアを実行して得られるアプリケーション実行
画面を表示可能であり、
　前記アプリケーション推薦手段における推薦結果に応じて前記アプリケーション推薦手
段で推薦されたアプリケーションソフトウェアが前記ストレージ手段に記憶されている場
合には、前記推薦されたアプリケーションソフトウェアに関連付けられたアイコンを表示
し、前記アプリケーション推薦手段で推薦されたアプリケーションソフトウェアが前記ス



(2) JP 5961750 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

トレージ手段に記憶されていない場合には前記記憶されていないアプリケーションソフト
ウェアを外部サーバから取得するためのアイコンを表示する
ことを特徴とする携帯情報端末。
【請求項２】
　前記携帯情報端末は、更に、
　現在地情報を取得する現在地情報取得手段と、
　現在時刻情報を取得する現在時刻情報取得手段と、の少なくとも一方を備え、
　前記アプリケーション推薦手段は、
　前記現在地情報取得手段で取得した現在地情報及び／または前記現在時刻情報取得手段
で取得した現在時刻情報に少なくとも基づいて、アプリケーションソフトウェアの推薦を
行うことを特徴とする請求項１に記載の携帯情報端末。
【請求項３】
　前記表示手段は、
　前記アプリケーション推薦手段が前記ストレージ手段に記憶されているアプリケーショ
ンソフトウェアを推薦した場合に表示する前記アプリケーションソフトウェアに関連付け
られたアイコン又は前記アプリケーション推薦手段で推薦されたアプリケーションソフト
ウェアが前記ストレージ手段に記憶されていない場合には前記記憶されていないアプリケ
ーションソフトウェアを外部サーバから取得するためのアイコンを、予め定めた所定のエ
リアに表示することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の携帯情報端末。
【請求項４】
　前記携帯情報端末は、
　前記アプリケーション推薦手段にアプリケーションソフトウェアの推薦を行わせるか否
かの設定が可能であることを特徴とする請求項１乃至請求項３の何れか一項に記載の携帯
情報端末。
【請求項５】
　前記アプリケーション推薦手段におけるアプリケーションソフトウェアの推薦を行う処
理は、
　前記携帯情報端末が電源オフ状態から電源オン状態へ遷移したタイミング、前記携帯情
報端末のスリープ状態が解除されたタイミング、前記携帯情報端末の備える所定の操作キ
ーが操作されたタイミング、前記アプリケーションソフトウェアの推薦を行うためアプリ
ケーションソフトウェアが実行されたタイミング、前記携帯情報端末の使用者が予め定め
た所定のスケジュールに則ったタイミング、の何れかをトリガとして開始されることを特
徴とする請求項１乃至請求項４の何れか一項に記載の携帯情報端末。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯情報端末のアプリケーションソフトウェア推薦技術及び画面表示制御技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話やスマートホン、タブレット端末等の携帯情報端末の高性能化及び多機能化が
著しい。有用なアプリケーションソフトウェア（以下、アプリと略称する）も多数提供さ
れるようになっており、携帯情報端末の内蔵ストレージに様々なアプリを記憶させておき
、状況に応じて前記アプリを使い分けることが一般的となっている。
【０００３】
　前記携帯情報端末でアプリを実行する場合、階層化したメニューから所望のアプリを選
択して起動するようにすれば良い。或いは、各アプリ（若しくは各アプリで作成したデー
タ）に関連付けられたアイコンを表示画面に予め配置しておき、前記アイコンを選択する
ことにより所望のアプリを起動するようにすれば使い勝手が更に良くなる。特にスマート
ホンやタブレット端末等は従来の携帯電話と比較して表示エリアが大きい（表示画面が広
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い）ため、多くのアイコンを表示画面に配置しておくことが可能となる。
【０００４】
　しかしながら、アイコンの数が更に多数になると、使用を欲するアプリに関連付けられ
たアイコンが常に選択し易い状態で表示画面に表示されるとは限らない。このことは、ア
イコン選択の際の、前記携帯情報端末の使い勝手を低下させる。前記使い勝手の低下を解
消する手法としては、例えば下記特許文献１に示す技術がある。
【０００５】
　下記特許文献１に記載の技術は、『（発明の効果）アプリケーションソフトウェアの利
用頻度を示す使用履歴を記憶しておき、これに基づいて定期的に、利用頻度の高いアプリ
ケーションソフトウェアの順序を求め、この順序に応じたアプリケーションソフトウェア
に対応するアイコンの表示配列を求めておき、ユーザからの要求に応じて、上記表示配列
にしたがってアイコンを表示させる』技術である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２０１１－１５９０７７公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　前記特許文献１には、前記技術により、使用頻度に応じてアイコンの表示配列を変化さ
せることができ、操作ストレスの少ない携帯情報端末を提供できる、と記載されている。
しかしながら、各アプリの使用頻度は常に一意ではなく、携帯情報端末を使用する場所や
時間帯に応じて異なるものである。例えば、会社内と社外では頻繁に使用するアプリが異
なるであろう。また、通勤時と就業時間内、終業後のプライベートな時間とでは、やはり
頻繁に使用するアプリが異なるであろう。
【０００８】
　即ち、前記携帯情報端末を使用する場所や時間帯等を考慮して使用者が使用を欲すると
思われるアプリを推測して推薦し、前記推薦したアプリを前記使用者が選択し易いように
画面表示の制御を行えば、より好ましい使い勝手の携帯情報端末の提供が可能になると考
えられる。しかしながら、前記特許文献１にはこのような携帯情報端末を実現するための
技術は開示されていない。
【０００９】
　また、スマートホンやタブレット端末等では、一般的に、表示画面に表示させるアイコ
ン等の配置を使用者が好みに応じて並べ替えることができるようになっている。したがっ
て、携帯情報端末がその機能により前記アイコン等の配置を自動的に変更する場合も、前
記使用者の好みのアイコン配置に対しては十分な配慮が為されるべきである。
【００１０】
　本発明の目的は、前記課題を考慮し、使用者に対して好適な使い勝手を供与することが
可能なアプリケーションソフトウェア推薦方法及び／または画面表示制御方法を備えた携
帯情報端末を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的は、例えば携帯情報端末にて推薦されたアプリケーションソフトウェアに関連
付けられたアイコンと、携帯情報端末の使用者が任意に選択したアプリケーションソフト
ウェアに関連付けられたアイコンと、一画面上のエリアを分けて同時に表示することで達
成できる。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の技術を用いることにより、使用者に対して好適な使い勝手を供与することが可
能なアプリケーションソフトウェア推薦方法及び／または画面表示制御方法を備えた携帯
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情報端末を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】実施例に係る携帯情報端末のブロック図である。
【図２】実施例に係る携帯情報端末を含む通信システムの構成図である。
【図３】実施例に係るアプリケーション推薦処理を説明するフローチャートである。
【図４】実施例に係る基本画面のレイアウトを説明する画面表示図である。
【図５】実施例に係る推薦アプリを選択し易くなる画面レイアウトを説明する画面表示図
である。
【図６】実施例に係る推薦アプリの表示を許容するエリアを説明する概念図である。
【図７】実施例に係る推薦アプリの表示を許容するエリアを説明する概念図である。
【図８】実施例に係る推薦アプリを選択し易くなる画面レイアウトを説明する画面表示図
である。
【図９】実施例に係る推薦アプリの表示を許容するエリアを説明する概念図である。
【図１０】実施例に係るアプリケーションサーバのブロック図である。
【図１１】実施例に係るアプリケーション推薦処理を説明するフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態の例を、図面を用いて説明する。
【実施例１】
【００１５】
　図１は、本実施例の携帯情報端末のブロック図である。携帯情報端末１００は、主制御
部１０１、システムバス１０２、ＲＯＭ１０３、ＲＡＭ１０４、ストレージ部１１０、映
像処理部１２０、音声処理部１２５、操作部１３０、通信処理部１４０、センサ部１５０
、アプリケーション推薦部１６０、拡張インタフェース部１７０、で構成される。
【００１６】
　図２は、本実施例の携帯情報端末１００を含む通信システムの構成図である。前記通信
システムは、携帯情報端末１００と、インターネット等の広域公衆ネットワーク２０１及
びその無線通信用アクセスポイント２０２、移動体電話通信網の基地局２０３、アプリケ
ーションサーバ２１１、インターネットメールサーバ２１２、移動体電話通信サーバ２１
３、で構成される。
【００１７】
　携帯情報端末１００は、携帯電話やスマートホン、タブレット端末等であっても良いし
、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）やノート型ＰＣ
（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）であっても良い。通信機能を備えた音楽プレー
ヤやデジタルカメラ、携帯型ゲーム機等、またはその他の携帯用デジタル機器であっても
良い。
【００１８】
　主制御部１０１は、所定のプログラムに従って携帯情報端末１００全体を制御するマイ
クロプロセッサユニットである。システムバス１０２は主制御部１０１と携帯情報端末１
００内の各部との間でデータ送受信を行うためのデータ通信路である。ＲＯＭ（Ｒｅａｄ
　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０３は、オペレーティングシステムや所定のアプリケーシ
ョンソフトウェアなど、携帯情報端末１００の基本動作プログラムが格納されたメモリで
あり、例えばＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒ
ａｍｍａｂｌｅ　ＲＯＭ）やフラッシュＲＯＭのような書き換え可能なＲＯＭが用いられ
る。ＲＯＭ１０３に格納されたプログラムを更新することにより、基本動作プログラムの
バージョンアップや機能拡張が可能であるものとする。なお、ＲＯＭ１０３は、図１に示
したような独立構成とはせず、ストレージ部１１０内の一部記憶領域を使用しても良い。
ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０４は基本動作プログラム若し
くは各種アプリケーションソフトウェア実行時のワークエリアとなる。また、ＲＯＭ１０
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３及びＲＡＭ１０４は主制御部１０１と一体構成であっても良い。
【００１９】
　ストレージ部１１０は、携帯情報端末１００の各動作設定値や携帯情報端末１００の使
用者の情報、携帯情報端末１００で動作する各種アプリケーションソフトウェアの記憶等
に使用する。ストレージ部１１０は、表示画面上の各アプリ（若しくは各アプリで作成し
たデータ）に関連付けられたアイコンの配置状況やその他の画面レイアウトに関する情報
等を記憶する表示配列記憶領域１１１、携帯情報端末１００の使用者の携帯情報端末１０
０に対する操作履歴等を記憶する操作履歴記憶領域１１２、携帯情報端末１００の使用者
が入力した携帯情報端末１００の使用者の行動予定等を記憶する予定表記憶領域１１３、
及びその他一般的な情報を記憶するその他情報記憶領域１１４、で構成される。なお、前
記各記憶領域は、ストレージ部１１０内での位置が固定的である必要はないものとする。
【００２０】
　ストレージ部１１０は、携帯情報端末１００に電源が供給されていない状態であっても
記憶している情報を保持する必要がある。したがって、例えばフラッシュＲＯＭやＳＳＤ
（Ｓｏｌｉｄ　Ｓｔａｔｅ　Ｄｒｉｖｅ）、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｃ　Ｄｒｉｖｅ）
等のデバイスが用いられる。
【００２１】
　その他情報記憶領域１１４の一部領域を以ってＲＯＭ１０３の機能の全部または一部を
代替しても良い。また、携帯情報端末１００は、アプリケーションサーバ２１１から、イ
ンターネット２０１及び無線通信用アクセスポイント２０２若しくは移動体電話通信網の
基地局２０３を介して、新規アプリケーションソフトウェアをダウンロードすることによ
り、機能拡張が可能であるものとする。この際、ダウンロードした前記新規アプリケーシ
ョンソフトウェアはその他情報記憶領域１１４に記憶すれば良い。その他情報記憶領域１
１４に記憶された前記新規アプリケーションソフトウェアがＲＡＭ１０４上に展開されて
実行されることにより、携帯情報端末１００は多種の新規機能を実現可能であるものとす
る。
【００２２】
　映像処理部１２０は、映像表示部１２１、映像信号処理部１２２、映像入力部１２３、
で構成される。映像表示部１２１は、例えば液晶パネルのような表示デバイスであり、映
像信号処理部１２２で処理した映像信号を携帯情報端末１００の使用者に提供する。映像
信号処理部１２２は図示を省略したビデオＲＡＭを備え、前記ビデオＲＡＭに映像データ
を入力することにより画面表示を実現する。また、映像信号処理部１２２は、必要に応じ
てフォーマット変換、メニューやその他のＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ
）信号の重畳処理等を行う機能を有するものとする。映像入力部１２３は、レンズから入
力した光を電気信号に変換することにより周囲や対象物の画像データを入力するカメラで
ある。
【００２３】
　音声処理部１２５は、音声出力部１２６、音声信号処理部１２７、音声入力部１２８、
で構成される。音声出力部１２６はスピーカであり、音声信号処理部１２７で処理した音
声信号を携帯情報端末１００の使用者に提供する。音声入力部１２８はマイクであり、使
用者の声などを音声データに変換して入力する。
【００２４】
　操作部１３０は、携帯情報端末１００に対する操作指示の入力を行う指示入力部であり
、本実施例では、映像表示部１２１に重ねて配置したタッチパネル及びボタンスイッチを
並べた操作キーで構成されるものとする。何れか一方のみであっても良い。後述の拡張イ
ンタフェース部１７０に接続したキーボード等を用いて携帯情報端末１００の操作を行っ
ても良い。また、前記タッチパネル機能は映像表示部１２１が備え持っているものであっ
ても良い。
【００２５】
　通信処理部１４０は、ＬＡＮ通信部１４１、移動体電話網通信部１４２、近接無線通信
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部１４３、で構成される。ＬＡＮ通信部１４１はインターネット２０１の無線通信用アク
セスポイント２０２と無線通信により接続してデータの送受を行う。移動体電話網通信部
１４２は移動体電話通信網の基地局２０３との無線通信により、電話通信（通話）及びデ
ータの送受信を行う。近接無線通信部１４３は対応するリーダ／ライタとの近接時に無線
通信を行う。ＬＡＮ通信部１４１、移動体電話網通信部１４２、近接無線通信部１４３は
、それぞれ符号回路や復号回路、アンテナ等を備えるものとする。
【００２６】
　センサ部１５０は、携帯情報端末１００の状態を検出するためのセンサ群であり、本実
施例では、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）受信部１５
１、加速度センサ１５２、ジャイロセンサ１５３、地磁気センサ１５４、照度センサ１５
５、近接センサ１５６、で構成される。これらのセンサ群により、携帯情報端末１００の
位置、動き、傾き、方角、及び周囲の明るさ、周囲物の近接状況、等を検出することが可
能となる。その他のセンサを更に備えていても良い。
【００２７】
　アプリケーション推薦部１６０は、携帯情報端末１００の現在地に関する情報や現在時
刻に関する情報、若しくはその他の情報から、携帯情報端末１００の使用者が使用を欲す
ると思われるアプリを推測して推薦するアプリケーション推薦処理を行う。アプリケーシ
ョン推薦処理に関する詳細は後述する。なお、アプリケーション推薦部１６０は、図１に
示したような独立構成とはせず、主制御部１０１がＲＡＭ１０４をワークエリアとして所
定のアプリケーションソフトウェアを実行することにより、同機能を実現しても良い。
【００２８】
　拡張インタフェース部１７０は、携帯情報端末１００の機能を拡張するためのインタフ
ェース群であり、本実施例では、映像／音声インタフェース、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）インタフェース、メモリインタフェース等で構成されるもの
とする。映像／音声インタフェースは、外部映像／音声出力機器からの映像信号／音声信
号の入力、外部映像／音声入力機器への映像信号／音声信号の出力を行う。ＵＳＢインタ
フェースはキーボードやその他のＵＳＢ機器の接続等を行う。メモリインタフェースはメ
モリカードを接続してデータの送受信を行う。
【００２９】
　なお、図１に示した携帯情報端末１００の構成例は、近接無線通信部１４３や照度セン
サ１５５、近接センサ１５６等、本実施例に必須ではない構成も多数含んでいるが、これ
らが備えられていない構成であっても本実施例の効果を損なうことはない。また、デジタ
ルテレビ放送受信機能や電子マネー決済機能等、図示していない構成が更に加えられてい
ても良い。
【００３０】
　以下では、本実施例の携帯情報端末１００が行うアプリケーション推薦処理及び画面表
示制御処理に関して、図３のフローチャートを用いて説明する。
【００３１】
　本実施例の携帯情報端末１００では、主制御部１０１が発するアプリケーション推薦処
理実行命令に応じて、まず、ＧＰＳ受信部１５１がＧＰＳ衛星からの電波を受信すること
により、位置情報を取得する（Ｓ１０１）。次に、主制御部１０１がＳ１０１の処理で取
得した位置情報を用いて地図データを参照することにより、現在地情報を取得する（Ｓ１
０２）。更に、主制御部１０１が現在時刻情報を取得する（Ｓ１０３）。
【００３２】
　なお、前記地図データは、携帯情報端末１００が予めその他情報記憶領域１１４等に記
憶しておいたものであっても良いし、図示を省略した地図データサーバが記憶しているも
のであっても良い。前記地図データを前記地図データサーバが記憶している場合は、Ｓ１
０２の処理において、主制御部１０１がＳ１０１の処理で取得した位置情報を、ＬＡＮ通
信部１４１（若しくは移動体電話網通信部１４２）及びインターネット２０１を介して前
記地図データサーバに送信することにより、現在地情報を取得すれば良い。
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【００３３】
　また、Ｓ１０３における現在時刻情報を取得する処理は、主制御部１０１が内蔵する時
計機能を参照することにより行えば良い。或いは、図示を省略した時刻サーバと、ＬＡＮ
通信部１４１（若しくは移動体電話網通信部１４２）及びインターネット２０１を介して
通信することにより行えば良い。
【００３４】
　Ｓ１０２及びＳ１０３の処理で主制御部１０１が現在地情報及び現在時刻情報を取得し
た後、次に、アプリケーション推薦部１６０が、前記現在地情報や前記現在時刻情報等を
適宜参照することにより、携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリ
を推測して推薦するアプリケーション推薦処理を行う（Ｓ１０４）。
【００３５】
　なお、前記アプリケーション推薦処理は、Ｓ１０２で取得した現在地情報のみを参照し
て行っても良いし、Ｓ１０３で取得した現在時刻情報のみを参照して行っても良い。また
、図３のフローチャートには図示していないが、前記現在地情報及び前記現在時刻情報の
他、操作履歴記憶領域１１２に記憶されている携帯情報端末１００の使用者の携帯情報端
末１００に対する操作履歴等を参照しても良いし、予定表記憶領域１１３に記憶されてい
る携帯情報端末１００の使用者が入力した行動予定等を参照しても良い。携帯情報端末１
００が備える各センサ群の出力を更に参照するようにしても良い。
【００３６】
　アプリケーション推薦処理に関して、例を挙げて説明する。
【００３７】
　例えば、Ｓ１０２で取得した現在地情報が某鉄道会社の某駅の所在地と略一致した場合
には、前記某駅の時刻表を表示するアプリや、乗換案内のアプリ、前記某鉄道会社を含む
鉄道路線網のマップを表示するアプリ等を推薦すれば良い。また、Ｓ１０２で取得した現
在地情報が某テーマパークの所在地と略一致した場合には、前記某テーマパークの園内マ
ップを表示するアプリや、前記某テーマパークの各アトラクションの待ち時間や混雑具合
を案内するアプリ等を推薦すれば良い。また、Ｓ１０２で取得した現在地情報が、携帯情
報端末１００の使用者が予め登録した、携帯情報端末１００の使用者が勤務する会社の所
在地と略一致した場合には、スケジューラや表計算アプリ、翻訳アプリ等、業務使用する
アプリを推薦すれば良い。また、Ｓ１０２で取得した現在地情報から、携帯情報端末１０
０が高速道路上を走行する車両の中にあると判断された場合には、交通情報を表示するア
プリや高速道路の路線図を表示するアプリ等を推薦すれば良い。
【００３８】
　また、例えば、Ｓ１０２で取得した現在地情報が某鉄道会社の某駅の所在地と略一致し
た場合、更に、Ｓ１０３で取得した現在時刻情報に応じて、前記現在時刻情報が一般的な
食事時間帯であれば、前記某駅近隣の飲食店を紹介するグルメ系アプリ等を、その他の時
間帯であれば、前記時刻表を表示するアプリ等を推薦するようにしても良い。また、Ｓ１
０２で取得した現在地情報が某テーマパークの所在地と略一致した場合、更に、Ｓ１０３
で取得した現在時刻情報に応じて、前記現在時刻情報が前記某テーマパークの閉園時間付
近であれば、高速道路の渋滞情報を表示するアプリや前記某テーマパークの最寄り駅の時
刻表を表示するアプリ等を、その他の時間帯であれば、前記園内マップを表示するアプリ
等を推薦するようにしても良い。
【００３９】
　Ｓ１０２で取得した現在地情報が携帯情報端末１００の使用者が勤務する会社の所在地
と略一致した場合、更に、Ｓ１０３で取得した現在時刻情報に応じて、前記現在時刻情報
が携帯情報端末１００の使用者の平均的な退勤時間帯であれば、前記会社の最寄り駅の時
刻表を表示するアプリ等を、その他の時間帯であれば、前記業務使用するアプリを推薦す
るようにしても良い。なお、前述の携帯情報端末１００の使用者の平均的な退勤時間帯の
情報は、例えば、携帯情報端末１００の位置情報若しくは現在地情報の履歴を操作履歴記
憶領域１１２に記憶しておき、前記位置情報若しくは現在地情報の履歴から携帯情報端末
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１００が前記会社の所在地から他の場所へ移動する平均的な時刻を算出し、前記算出した
時刻を携帯情報端末１００の使用者の平均的な退勤時間として扱うようにすれば良い。携
帯情報端末１００の使用者が退勤時間を予定表記憶領域１１３等に予め登録するようにし
ても良い。
【００４０】
　Ｓ１０２で取得した現在地情報から、携帯情報端末１００が高速道路上に位置すると判
断された場合、更に、加速度センサ１５２等の出力を参照することにより、携帯情報端末
１００が高速道路上を所定以上の速度で移動していると判断された場合には、携帯情報端
末１００の使用者が予め登録した目的地までの到着予想時刻を表示するアプリや目的地の
観光案内を表示するアプリ等を、携帯情報端末１００が高速道路上を所定未満の速度で移
動している若しくは停止していると判断された場合には、事故情報や渋滞情報等を表示す
るアプリを推薦するようにしても良い。
【００４１】
　また、例えば、携帯情報端末１００の使用者が入力して予定表記憶領域１１３に記憶さ
れた行動予定を参照することにより、携帯情報端末１００の使用者の移動目的地までの路
線図を表示するアプリ等を推薦するようにしても良い。移動目的地の案内図を表示するア
プリ等を推薦しても良い。
【００４２】
　なお、前記アプリケーション推薦処理により推薦するアプリは、一つに限らず複数であ
っても良い。逆に、現在地情報や現在時刻情報、その他の情報等を参照しても、アプリケ
ーション推薦部１６０が携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリが
無いと判断した場合には、アプリの推薦を行わなくとも良い。
【００４３】
　また、Ｓ１０４の処理で携帯情報端末１００の使用者が使用を欲するであろうと判断さ
れたアプリが、携帯情報端末１００のストレージ部１１０等に既に記憶されている場合に
は、前記アプリをそのまま携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリ
として推薦すれば良い。携帯情報端末１００の使用者が使用を欲するであろうと判断され
たアプリが携帯情報端末１００のストレージ部１１０等に記憶されておらず、アプリケー
ションサーバ２１１等に記憶されているアプリである場合には、前記アプリのインストー
ル用ソフトウェア等を携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリとし
て推薦すれば良い。若しくは、前記アプリを紹介するウェブページにリンクしたブラウザ
ソフトウェアを携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリとして推薦
しても良い。
【００４４】
　図３に示したフローチャートにおいて、Ｓ１０４でアプリケーション推薦処理を行った
結果、携帯情報端末１００の使用者に対して推薦すべきアプリがあった場合、主制御部１
０１は、次に、表示部１２１の表示エリアのレイアウトを制御する画面表示制御処理を行
う（Ｓ１０５）。なお、前記画面表示制御処理は、本実施例においては、まず、主制御部
１０１がＳ１０４のアプリケーション推薦処理で推薦されたアプリを確認し、次に、前記
確認結果に応じて、映像信号処理部１２２内のビデオＲＡＭに入力されている映像データ
を更新する処理を行うものとする。
【００４５】
　通常動作時の待機状態では、前記ビデオＲＡＭには、表示配列記憶領域１１１に記憶さ
れている携帯情報端末１００の基本画面のレイアウトの映像データが入力されている。一
方、本実施例のアプリケーション推薦処理を行った後は、前記アプリケーション推薦処理
の結果に応じた画面表示制御処理により、主制御部１０１が、Ｓ１０４のアプリケーショ
ン推薦処理で推薦されたアプリを携帯情報端末１００の使用者が選択し易くなる画面レイ
アウトの映像データを前記ビデオＲＡＭに入力する。前記処理により、前記推薦されたア
プリの選択が容易になる表示画面が携帯情報端末１００の使用者に提示される。なお、携
帯情報端末１００に記憶されている各種アプリが選択されて実行された場合には、前記ア
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プリの実行画面の映像データが前記ビデオＲＡＭに入力されることは言うまでもない。
【００４６】
　前述の、携帯情報端末１００の基本画面のレイアウト、及びアプリケーション推薦処理
で推薦されたアプリを携帯情報端末１００の使用者が選択し易くなる画面レイアウトの例
を、図を用いて、以下に説明する。
【００４７】
　図４は、本実施例の携帯情報端末１００の待機状態における基本画面のレイアウトの一
例を示す画面表示図である。図中、図１と同一の符号を有するものは図１と同一の構成／
動作であるものとし、説明を省略する。また、タッチパネル１３０ｔ及びホームキー１３
０ｈは、それぞれ操作部１３０の構成要素であり、特にホームキー１３０ｈは各種アプリ
の実行中等に押下することにより、実行中のアプリを終了して基本画面を表示させる機能
を有するものとする。
【００４８】
　また、アイコンｉ０１～ｉ２０は、それぞれ携帯情報端末１００に記憶されている各種
アプリ（若しくは各アプリで作成したデータ）に関連付けられたアイコンであり、表示部
１２１の表示エリア内に表示される。前記アイコンを選択することにより、前記アイコン
を関連付けたアプリ（若しくは前記アイコンを関連付けたデータの作成に用いたアプリ）
を起動することが可能であるものとする。なお、前記アイコンの選択は、本実施例におい
ては、タッチパネル１３０ｔ上の前記アイコンの表示されている部分に対してタップ若し
くはダブルタップ等の操作を行うことにより為されるものとする。
【００４９】
　また、アイコンｉ０１～ｉ２０は、携帯情報端末１００の使用者が任意に配置の変更及
び表示／非表示の変更を行うことができるものとする。なお、アイコンｉ０１～ｉ２０の
配置の変更や表示／非表示の変更等、基本画面のレイアウトが変更された場合には、表示
配列記憶領域１１１の記憶内容が更新される。
【００５０】
　一方、図５は、アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリを携帯情報端末１００の
使用者が選択し易くなるように、主制御部１０１により画面表示制御処理を施された際の
携帯情報端末１００の表示画面の画面レイアウトの一例を示す画面表示図である。なお、
同図においては、携帯情報端末１００の現在地情報等に基づいたアプリケーション推薦処
理により、某鉄道会社の某駅の時刻表を表示するアプリが推薦された場合の例を示してい
る。また、本実施例の携帯情報端末１００では、前記アプリケーション推薦処理で推薦さ
れたアプリ（時刻表を表示するアプリ）を自動実行することにより、表示部１２１の表示
エリア下部に、前記推薦されたアプリの実行画面ａ０１を表示するようにしている。
【００５１】
　即ち、本実施例の携帯情報端末１００では、現在地情報やその他の情報等に基づいて推
薦した、携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリの実行結果を、即
時、携帯情報端末１００の使用者に提示することが可能となる。なお、携帯情報端末１０
０の使用者が前記推薦されたアプリの実行結果を更に詳細に確認する場合は、タッチパネ
ル１３０ｔ上の前記推薦されたアプリの実行画面（図５の例では実行画面ａ０１）の表示
されている部分に対してタップ若しくはダブルタップ等の操作を行えば良い。前記操作に
より、前記推薦されたアプリの実行結果が表示部１２１の表示エリア全体に表示されるよ
うに画面レイアウトが変更されるものとする。
【００５２】
　以上説明したように、図３のフローチャートに示した一連の処理を行うことにより、本
実施例の携帯情報端末１００は、現在地情報やその他の情報等に基づいて推薦した、携帯
情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリの実行結果を、即時、携帯情報
端末１００の使用者に提示することが可能となる。即ち、本実施例の携帯情報端末１００
は、使用者に対して好適な使い勝手を提供することが可能となる。
【００５３】



(10) JP 5961750 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

　なお、図５に示したように、アプリケーション推薦処理により推薦されたアプリの実行
画面ａ０１が表示部１２１の表示エリア下部に表示された状態であって、携帯情報端末１
００の使用者が前記推薦されたアプリの実行画面ａ０１の表示を必要としない場合には、
ホームキー１３０ｈを押下することにより、表示部１２１の表示エリア内を基本画面のレ
イアウトに戻すことが可能であるものとする。或いは、タッチパネル１３０ｔ上の前記推
薦されたアプリの実行画面ａ０１の上で、左右何れかの方向にフリック操作を行うことに
より、表示部１２１の表示エリア内を基本画面のレイアウトに戻すような設定としても良
い。
【００５４】
　また、本実施例の携帯情報端末１００においては、図６に示すように、表示部１２１の
表示エリア内に前記アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリの実行画面の表示を許
容する表示エリア１２１ａを予め定めておくようにする。更に、前記アプリケーション推
薦処理で推薦されたアプリの実行画面を表示する際には、図７に示すように、表示エリア
１２１ａ内にのみ前記推薦されたアプリの実行画面を表示するようにする。このようにす
れば、携帯情報端末１００の使用者が表示エリア１２１ａに表示された前記推薦されたア
プリの実行画面の表示を必要としない場合でも、表示エリア１２１ｂに表示されているア
イコン（即ち、図５のアイコンｉ１３～ｉ２０）は即時選択することが可能となる。
【００５５】
　したがって、表示エリア１２１ｂ内に携帯情報端末１００の使用者が自らの嗜好に応じ
た使用頻度の高いアプリ（若しくは各アプリで作成したデータ）に関連付けられたアイコ
ンを配置しておくことにより、携帯情報端末１００は、アプリケーション推薦処理により
推薦されたアプリの実行画面と使用頻度の高いアプリ（若しくは各アプリで作成したデー
タ）に関連づけられたアイコンとを同時に画面表示して携帯情報端末１００の使用者に提
示することが可能となる。このため、本実施例の携帯情報端末１００は、更なる使い勝手
を使用者に提供することが可能となる。
【００５６】
　また、前記推薦されたアプリの実行画面ａ０１は、携帯情報端末１００の使用者が自ら
の嗜好に応じた使用頻度の高いアプリ（若しくは各アプリで作成したデータ）に関連付け
られたアイコンｉ１３～ｉ２０の何れかを選択／実行して得られる実行画面と同一のもの
であっても構わない。
【００５７】
　なお、表示部１２１の表示エリア内における表示エリア１２１ａの大きさ及び位置は任
意で良く、携帯情報端末１００の使用者により設定されるものであっても良い。また、表
示エリア１２１ａの大きさは、前記アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリの種類
に応じて変化するものであっても良いし、前記推薦されたアプリの種類に拠らず固定的で
あっても良い。
【００５８】
　主制御部１０１がアプリケーション推薦処理実行命令を発するタイミングとしては、例
えば、携帯情報端末１００が電源オフ状態から電源オン状態へ遷移した場合、スリープ状
態が解除された場合、ホームキー１３０ｈや予め定めた任意の操作キーが押下された場合
、等が考えられる。表示部１２１上にアプリケーション推薦処理を実行するためのアイコ
ンを用意しておき、前記アイコンが選択されて実行されたタイミングで行っても良い。予
め定めた所定のスケジュールに従って行う等、その他のタイミングで行っても良い。
【実施例２】
【００５９】
　以下では、本発明の実施例２に関して説明する。なお、本実施例における構成及び効果
等は特に断りのない限り実施例１と同様であるものとする。このため、以下では、本実施
例と実施例１との相違点を主に説明し、共通する点については重複を避けるため極力説明
を省略する。
【００６０】
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　本実施例の携帯情報端末１００においても、アプリケーション推薦処理に関しては前述
の実施例１と同様に行うものとする。但し、本実施例においては、前記アプリケーション
推薦処理で複数のアプリが推薦された場合に好適な実施例に関して説明する。
【００６１】
　図３に示したフローチャートにおいて、Ｓ１０４でアプリケーション推薦処理を行った
結果、携帯情報端末１００の使用者に対して推薦すべきアプリが複数あった場合、主制御
部１０１は、本実施例の場合も前述の実施例１と同様に、Ｓ１０５の処理において表示部
１２１の表示エリアのレイアウトを制御する画面表示制御処理を行う。但し、本実施例の
画面表示制御処理では、前記アプリケーション推薦処理で推薦された複数のアプリを携帯
情報端末１００の使用者が選択し易くなるように表示するための画面表示制御処理として
、図８に一例を示すような、前記推薦された複数のアプリのそれぞれに関連付けられたア
イコンｉ２１～ｉ２３を表示部１２１の表示エリア下部に表示する処理を行う。
【００６２】
　本実施例の携帯情報端末１００において、携帯情報端末１００の使用者が前記アプリケ
ーション推薦処理で推薦されたアプリの実行結果を確認する場合は、タッチパネル１３０
ｔ上の前記アイコンｉ２１～ｉ２３の表示されている部分に対してタップ若しくはダブル
タップ等の操作を行うことにより、前記推薦されたアプリの何れかを選択して実行すれば
良い。
【００６３】
　なお、一般的に、アイコンの画像はアプリの実行画面の画像と比較して表示面積が小さ
いため、前記アプリケーション推薦処理により推薦されたアプリをアイコンの状態で表示
部１２１の表示エリアに表示することにより、図８に示したように、携帯情報端末１００
の使用者に対して、前記推薦されたアプリを複数同時に提示することが可能となる。した
がって、本実施例の携帯情報端末１００においては、図９に示すように、表示部１２１の
表示エリア内に定める前記アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリに関連づけられ
たアイコンの表示を許容する表示エリア１２１ｃの大きさを、実施例１の場合の表示エリ
ア１２１ａと比較して小さくすることが可能となる。これは即ち、本実施例の携帯情報端
末１００は、アプリケーション推薦処理により推薦されたアプリに関連付けられたアイコ
ンを携帯情報端末１００の使用者に提示した際においても、携帯情報端末１００の使用者
が自らの嗜好に応じて配置した使用頻度の高いアプリ（若しくは各アプリで作成したデー
タ）に関連付けられたアイコンを、表示エリア１２１ｄにより多く表示させることが可能
となるメリットを有することとなる。
【００６４】
　また、表示エリア１２１ｄを更に二つのエリアに分割し、一方に前記携帯情報端末１０
０の使用者が自らの嗜好に応じて配置した使用頻度の高いアプリ（若しくは各アプリで作
成したデータ）に関連付けられたアイコンを、他方に公知の使用頻度に応じて配列を変更
されたアイコンを、それぞれ表示するようにしても良い。
【００６５】
　以上説明したように、本実施例の携帯情報端末１００においても、アプリケーション推
薦処理及び画面表示制御処理を行うことにより、現在地情報やその他の情報等に基づいて
推薦した、携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリに関連付けられ
たアイコンを、携帯情報端末１００の使用者が自らの嗜好に応じて配置した使用頻度の高
いアプリ（若しくは各アプリで作成したデータ）に関連付けられたアイコンと同時に表示
することが可能となる。更に、携帯情報端末１００の使用者は前記アイコンを選択して実
行することで、前記アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリの実行結果を確認する
ことが可能となる。即ち、本実施例の携帯情報端末１００においても、使用者に対して好
適な使い勝手を提供することが可能となる。
【００６６】
　なお、前記推薦された複数のアプリのそれぞれに関連付けられたアイコンｉ２１～ｉ２
３は、携帯情報端末１００の使用者が自らの嗜好に応じた使用頻度の高いアプリ（若しく
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は各アプリで作成したデータ）に関連付けられたアイコンｉ０５～ｉ２０と同一のもので
あっても構わない。アプリケーション推薦部１６０で推薦されたアプリが、表示部１２１
ｄに配置されているアイコンを関連付けたアプリと同一のものである場合、重複表示を避
けるために、表示部１２１ｃへの表示を行わないようにしても良い。
【００６７】
　また、表示部１２１の表示エリア内における表示エリア１２１ｃの大きさ及び位置は任
意で良く、携帯情報端末１００の使用者により設定されるものであっても良い。また、表
示エリア１２１ｃの大きさは、前記アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリの数に
応じて変化するものであっても良いし、前記推薦されたアプリの数に拠らず固定的であっ
ても良い。
【００６８】
　なお、言うまでもないが、アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリが一つであっ
た場合に、実施例２で説明したように、前記アプリケーション推薦処理で推薦された一つ
のアプリを携帯情報端末１００の使用者が選択し易くなるように表示するための画面表示
制御処理として、前記推薦されたアプリに関連付けられたアイコンを表示部１２１の表示
エリア１２１ｃに表示する処理を行っても良い。また、アプリケーション推薦処理で推薦
されたアプリが複数であった場合に、前記複数のアプリの何れか一つを選択して、前述の
実施例１で説明したように、前記アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリから選択
された一つのアプリを携帯情報端末１００の使用者が選択し易くなるように表示するため
の画面表示制御処理として、前記選択されたアプリの実行画面を表示部１２１の表示エリ
ア１２１ａに表示する処理を行っても良い。
【００６９】
　また、アプリケーション推薦処理で推薦されたアプリをエリア１２１ｃに表示するか否
かを予め設定できる構成にしても構わない。
【実施例３】
【００７０】
　以下では、本発明の実施例３に関して説明する。なお、本実施例における構成及び効果
等も特に断りのない限り実施例１と同様であるものとする。このため、以下では、本実施
例と実施例１との相違点を主に説明し、共通する点については重複を避けるため極力説明
を省略する。
【００７１】
　なお、本実施例の携帯情報端末１００は、ストレージ部１１０への各種アプリケーショ
ンソフトウェアの記憶を行わない構成であるものとする。本実施例の携帯情報端末１００
の各種アプリの記憶処理はアプリケーションサーバ２１１が代替し、更に、本実施例の携
帯情報端末１００での各種アプリの実行処理も、アプリケーションサーバ２１１への所定
データの送信、アプリケーションサーバ２１１での前記所定データに基づく各種アプリの
実行及びアプリケーションサーバ２１１から送信された各種アプリの実行結果の受信によ
り代替されるものとする。また、前述のアプリケーション推薦機能もアプリケーションサ
ーバ２１１が備えるものとする。前記構成とした場合、携帯情報端末１００はアプリケー
ション推薦部１６０を備える必要が無く、また、ストレージ部１１０の容量も削減可能で
あるため、コスト低減が可能となる。
【００７２】
　図１０は、本実施例のアプリケーションサーバ２１１の一例を示すブロック図である。
アプリケーションサーバ２１１は、主制御部３０１、システムバス３０２、ＲＯＭ３０３
、ＲＡＭ３０４、ストレージ部３１０、映像処理部３２０、操作部３３０、アプリケーシ
ョン推薦部３４０、配信制御部３５０、ＬＡＮ通信部３６０、拡張インタフェース３７０
、で構成される。
【００７３】
　主制御部３０１は、所定のプログラムに従ってアプリケーションサーバ２１１全体を制
御するマイクロプロセッサユニットである。システムバス３０２は主制御部３０１とアプ
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リケーションサーバ２１１内の各部との間でデータ送受信を行うためのデータ通信路であ
る。ＲＯＭ３０３は、アプリケーションサーバ２１１の基本動作プログラム等が格納され
たメモリである。ＲＡＭ３０４は前記基本動作プログラムや各種アプリ等を実行する際の
ワークエリアとなる。ＲＯＭ３０３及びＲＡＭ３０４は主制御部３０１と一体構成であっ
ても良い。
【００７４】
　ストレージ部３１０は、アプリケーション記憶領域３１１と個別情報記憶領域３１２で
構成される。アプリケーション記憶領域３１１は、本実施例の携帯情報端末で使用される
各種アプリケーションソフトウェアの記憶を行う。個別情報記憶領域３１２は、携帯情報
端末を識別可能な識別情報と、前記識別情報で識別される各携帯情報端末が、アプリケー
ション記憶領域３１１に記憶されている各種アプリの何れを使用可能であるか、等の個別
情報を記憶する。また、前記個別情報には、前記識別情報で識別される各携帯情報端末の
表示部１２１における画面レイアウトに関する情報や、前記識別情報で識別される各携帯
情報端末のアプリ使用履歴等が更に記憶されていても良い。
【００７５】
　本実施例の携帯情報端末１００は、携帯情報端末１００が備える識別情報をアプリケー
ションサーバ２１１に送信し、前記識別情報に基づいて個別情報記憶領域３１２に記憶さ
れている前記個別情報を参照することにより、携帯情報端末１００の表示部１２１に表示
する表示画面の画面レイアウトに関する情報やアプリケーション記憶領域３１１に記憶さ
れている各種アプリのいずれを使用可能か等の情報を取得することが可能となる。携帯情
報端末１００の表示部１２１に表示する各種アプリに関連付けられたアイコンの画像情報
も、前述の処理と同時に、アプリケーション記憶領域３１１に記憶されている各種アプリ
の情報から取得すれば良い。なお、個別情報記憶領域３１２に記憶されている前記個別情
報は、携帯情報端末１００の使用者が携帯情報端末１００を用いて各種アプリの使用登録
（課金処理等を含む）等を変更した際に、記憶内容が更新されるものとする。
【００７６】
　映像処理部３２０は、図示を省略した映像表示部及び映像信号処理部で構成され、前記
映像信号処理部で処理を行ったアプリケーションサーバ２１１の動作状況等の映像信号を
、前記映像表示部に表示することにより、アプリケーションサーバ２１１の管理者に提供
する。操作部３３０は、アプリケーションサーバ２２１に対する操作指示の入力を行う指
示入力部であり、本実施例では、キーボードやマウス等により構成されるものとする。
【００７７】
　アプリケーション推薦部３４０は、携帯情報端末１００から送信された、携帯情報端末
１００の現在地に関する情報や現在時刻に関する情報、若しくはその他の情報から、携帯
情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリを推測して推薦するアプリケー
ション推薦処理を行う。なお、本実施例においても、アプリケーション推薦部３４０は、
図１０に示したような独立構成とはせず、主制御部３０１がＲＡＭ３０４をワークエリア
として所定のアプリケーションソフトウェアを実行することにより、同機能を実現しても
良い。
【００７８】
　配信制御部３５０は、アプリケーション記憶領域３１１に記憶されている各種アプリの
プログラムや前記アプリの実行結果、前記アプリに関連付けられたアイコンの画像情報、
アプリケーション推薦部３４０におけるアプリケーション推薦処理の結果、等を、いずれ
の携帯情報端末へ配信するかの制御を行う。ＬＡＮ通信部３６０はインターネット２０１
と有線若しくは無線で接続され、データの送受を行う。拡張インタフェース部３７０は、
アプリケーションサーバ２１１の機能を拡張するためのインタフェース群である。
【００７９】
　図１０に示したアプリケーションサーバ２１１も、本実施例に必須ではない構成も多数
含んでいるが、これらが備えられていない構成であっても本実施例の効果を損なうことは
ない。また、図示していない構成が更に加えられていても良い。



(14) JP 5961750 B2 2016.8.2

10

20

30

40

50

【００８０】
　本実施例の携帯情報端末１００におけるアプリケーション推薦処理及び画面表示処理は
、図１１に示すフローチャートに従って実行される。
【００８１】
　本実施例の携帯情報端末１００では、主制御部１０１が発するアプリケーション推薦処
理実行命令に応じて、まず、ＧＰＳ受信部１５１がＧＰＳ衛星からの電波を受信すること
により、位置情報を取得する（Ｓ２０１）。次に、主制御部１０１がＳ２０１の処理で取
得した位置情報を用いて地図データを参照することにより、現在地情報を取得する（Ｓ２
０２）。更に、主制御部１０１が現在時刻情報を取得する（Ｓ２０３）。なお、Ｓ２０１
～Ｓ２０３における処理は、前述の実施例１と同様であるものとし、詳細な説明を省略す
る。
【００８２】
　次に、Ｓ２０２及びＳ２０３の処理で取得した現在地情報及び現在時刻情報とともに、
主制御部１０１がアプリケーション推薦要求信号を、ＬＡＮ通信部１４１（若しくは移動
体電話網通信部１４２）及びインターネット２０１を介して、アプリケーションサーバ２
１１に送信する（Ｓ２０４）。
【００８３】
　携帯情報端末１００から送信された前記アプリケーション推薦要求信号と、前記現在地
情報及び現在時刻情報を受信したアプリケーションサーバ２１１は、アプリケーション推
薦部３４０において、アプリケーション推薦処理を実行する。前記アプリケーション推薦
処理は、実施例１のアプリケーション推薦部１６０で行われる処理と同様で良い。前記ア
プリケーション推薦処理において、携帯情報端末１００の使用者に対して推薦すべきアプ
リがあった場合、主制御部３０１は、前記推薦すべきアプリに関する情報を携帯情報端末
１００に送信する。携帯情報端末１００は、アプリケーションサーバ２１１から送信され
た前記推薦すべきアプリに関する情報を受信する（Ｓ２０５）。
【００８４】
　なお、Ｓ２０４の処理において、携帯情報端末１００がアプリケーション推薦要求信号
のみをアプリケーションサーバ２１１に送信し、アプリケーションサーバ２１１において
、前記アプリケーション推薦要求信号に応じて、個別情報記憶領域３１２に記憶されてい
る個別情報に含まれる携帯情報端末１００のアプリ使用履歴等にのみ基づいてアプリケー
ション推薦処理を行うようにしても良い。
【００８５】
　Ｓ２０５の処理で、携帯情報端末１００の使用者に対して推薦すべきアプリに関する情
報を受信した場合、主制御部１０１は、次に、表示部１２１の表示エリアのレイアウトを
制御する画面表示制御処理を行う（Ｓ２０６）。
【００８６】
　なお、前記推薦すべきアプリに関する情報は、本実施例では、前記推薦すべきアプリを
実行することにより得られる実行画面の画像情報、若しくは前記推薦すべきアプリに関連
付けられたアイコンの画像情報である。Ｓ２０６の処理で受信した前記推薦すべきアプリ
に関する情報が、前記推薦すべきアプリを実行することにより得られる実行画面の画像情
報である場合、前述の実施例１で説明した画面表示制御処理と同様の処理を行えば良い。
一方、Ｓ２０６の処理で受信した前記推薦すべきアプリに関する情報が、前記推薦すべき
アプリに関連付けられたアイコンの画像情報である場合は、前述の実施例２で説明した画
面表示制御処理と同様の処理を行えば良い。
【００８７】
　以上説明したように、本実施例の携帯情報端末１００においても、図１１に示した一連
の処理を行うことにより、携帯情報端末１００の現在地情報やその他の情報等に基づいて
推薦した、携帯情報端末１００の使用者が使用を欲すると思われるアプリに関連付けられ
たアイコンを、携帯情報端末１００の使用者が自らの嗜好に応じて配置した使用頻度の高
いアプリ（若しくは各アプリで作成したデータ）に関連付けられたアイコンと同時に表示
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くは実施例２の携帯情報端末と比較して、その生産コストを低減することが可能となる。
【００８８】
　以上、本発明の実施形態の例を、実施例１～実施例３を用いて説明したが、言うまでも
なく、本発明の技術を実現する構成は前記実施例に限られるものではない。例えば、ある
実施例の構成と別の実施例の構成とを組み合わせても良い。これらは全て本発明の範疇に
属するものである。また、文中や図中に現れる数値やメッセージ等もあくまでも一例であ
り、異なるものを用いても本発明の効果を損なうことはない。
【００８９】
　また、前述した本発明の機能等は、それらの一部または全部を、例えば集積回路で設計
する等によりハードウエアで実現しても良い。また、マイクロプロセッサユニット等がそ
れぞれの機能等を実現するプログラムを解釈して実行することによりソフトウェアで実現
しても良い。なお、前記プログラムは、予め携帯情報端末１００のＲＯＭ１０３若しくは
ストレージ部１１０等に格納された状態であっても良いが、インターネット２０１上のア
プリケーションサーバ２１１からＬＡＮ通信部１４１若しくは移動体電話網通信部１４２
を介して取得するものであっても良い。また、メモリカード等に格納された前記プログラ
ムを、拡張インタフェース部１７０を介して取得しても良い。
【００９０】
　また、図中に示した制御線や情報線は説明上必要と考えられるものを示しており、必ず
しも製品上の全ての制御線や情報線を示しているとは限らない。実際には殆ど全ての構成
が相互に接続されていると考えても良い。
【符号の説明】
【００９１】
１００：携帯情報端末、１０１：主制御部、１０２：システムバス、１０３：ＲＯＭ、１
０４：ＲＡＭ、１１０：ストレージ部、１１１：表示配列記憶領域、１１２：操作履歴記
憶領域、１１３：予定表記憶領域、１１４：その他情報記憶領域、１２０：映像処理部、
１２１：映像表示部、１２２：映像信号処理部、１２３：映像入力部、１２５：音声処理
部、１２６：音声出力部、１２７：音声信号処理部、１２８：音声入力部、１３０：操作
部、１３０ｈ：ホームキー、１３０ｔ：タッチパネル、１４０：通信処理部、１４１：Ｌ
ＡＮ通信部、１４２：移動体電話網通信部、１４３：近接無線通信部、１５０：センサ部
、１５１：ＧＰＳ受信部、１５２：加速度センサ、１５３：ジャイロセンサ、１５４：地
磁気センサ、１５５：照度センサ、１５６：近接センサ、１６０：アプリケーション推薦
部、１７０：拡張インタフェース部、
２１１：アプリケーションサーバ、３０１：主制御部、３０２：システムバス、３０３：
ＲＯＭ、３０４：ＲＡＭ、３１０：ストレージ部、３１１：アプリケーション記憶領域、
３１２：個別情報記憶領域、３２０：映像処理部、３３０：操作部、３４０：アプリケー
ション推薦部、３５０：配信制御部、３６０：ＬＡＮ通信部、３７０：拡張インタフェー
ス
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